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熊本県文化財保護協会・玉名市教育委員会
令和三年度 第一回文化財研修会講演資料

□日 時 令和３年８月１８日（水）１３：30～１５：3０
□会 場 玉名市天水町公民館多目的ホール

玉名市天水町小天７２３１番地１

「玉名の戦争遺跡 ～大浜飛行場を通して“戦争と平和”を考える～」

玉名市文化財保護審議会委員
くまもと戦争遺跡・文化遺産ネットワーク代表 髙谷和生

１ はじめに ～私と太平洋戦争開戦８０年の様相～
□戦後世代としての「私の視点」
□近現代考古学との出会い。新たな視点での「熊本の歴史像構築」の必要性

２ 熊本の戦争遺跡・遺産、全国・九州の動向
配布資料 啓発リーフレット『空襲下の熊本』、『軍都熊本の残像』、『進駐軍の見た熊本』

（１）戦争遺跡とは ※参照 『しらべる戦争遺跡の事典』他 戦争遺跡ガイド本の各種
□全国の戦争遺跡は「約50,000」件、指定登録は「30６」件 2020年１１月現在
□熊本県内の太平洋戦争期の戦争遺跡総数は、多数の特殊地下壕を含めた「723件」
『くまもとの戦争遺産』内の一覧表「２２４件」を精査し記載。逐次会ＨＰ内で、データ更新

□熊本県内の指定登録文化財は国指定１６５件、県指定３９１件、市町村指定２,３９６件、国登録文
化財17４件、市町村登録文化財５１件の計３,１７７件 ※2021年５月１日現在

（２）西南戦争期の指定等
西南戦争遺跡群（国指定、熊本市・玉東町）、明徳官軍墓地（熊本市）、七本官軍墓地

（熊本市）、花崗山陸軍埋葬地（熊本市）、旧輜重兵六聯隊衛兵所（熊本市）、有栖川の宮御督
戦の地（玉東町）、篠原国幹戦傷の地（玉東町）、城の原官軍墓地

（南関町）、肥猪町官軍墓地（南関町）、陣内官軍墓地（水俣市）、
下岩官軍墓地（和水町）、高瀬官軍墓地（玉名市）、田浦官軍墓地

（芦北町）、峰崎官軍墓地（芦北町） 計１４件

（３）アジア・太平洋戦争期の指定等
「花房飛行場給水塔」（陸軍菊池飛行場高架水槽・菊池市指定有
形文化財）、「永山の掩体壕」（陸軍人吉秘匿飛行場木製有蓋掩体
壕・球磨郡あさぎり町登録文化財建造物）の２件。また、合志市の
「黒石原飛行場奉安殿」は、保存修復事業を進めており、完了後
に合志市指定文化財となる予定。「荒尾二造変電所」は、荒尾市
が国財務局より買い取り、保存。管理・活用法を検討

（４）福岡県教育委員会での「戦争遺跡悉皆調査」
□「福岡県内の戦争遺跡の適切な保護の推進」のために『福岡県
の戦争遺跡』悉皆調査として三年間調査し、2020年３月に報告
一次「９０４件」、二次「１,６１８件」

最終報告「遺跡６２４件、慰霊碑１,０２５件、合計１,６４９件」
□目的は、県内の「戦争遺跡の体系的整理と評価」を行い、「戦
争の記憶・記録を次代に継承」する。 ※文化庁補助金利用
□近現代遺跡・戦争遺跡の「遺跡の周知化と保存活用」を図る。

（５）熊本の「戦争の歴史」をたどる
□『くまもとの戦争遺産～戦後７５年平和を祈って』第４２回熊日出版
文化賞受賞・2020年、第３４回地方出版文化功労賞受賞・2021年

□『陸軍人吉秘匿飛行場 木製有蓋掩体壕の埋蔵文化財発掘調査』
熊本に残された戦争の傷跡「七大特徴」と

「県内戦争遺跡・遺産一覧」
①軍都熊本市の軍事施設
～熊本城から東部の大江・渡鹿地区への軍施設の移転～

②九州で三番目に多い陸海軍飛行場、特攻用秘匿飛行場
～正規飛行場９箇所と特攻用秘匿飛行場５箇所の配置と推移～

③東京第二陸軍造兵廠荒尾製造所
～軍直営で黄色火薬（石炭原料）生産、大牟田との一体化～

④三菱重工業熊本航空機製作所と学校・地下の疎開工場
～陸軍四式重爆撃機「飛龍」の生産、空襲に伴う県北・県央
への学校工場・半地下及び地下工場への疎開～

①菊池市指定文化財「花房
飛行場給水塔」

②第２回熊本大空襲、河原
町電停付近から白川左岸
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⑤本土決戦に向けての防御を主眼とした「天草地区砲台・震洋等の特攻艇基地」と物資備蓄
としての「人吉球磨地域の地下工場・地下壕群」

⑥県内各地に残る空襲・戦災の「被害の歴史」
⑦敵機捕獲搭乗員、朝鮮人や中国人、連合国軍俘虜労働の「加害の歴史」
□福岡俘虜収容所第一分所（熊本市健軍鉄砲塚）‥健軍飛行場等で使役
□福岡俘虜収容所第六派遣所（芦北町田浦）‥東海電極株式会社田浦工場で使役
□昭和２０年８月７日「松橋空襲」に伴う「米陸軍極東航空群第３４５爆撃機群団」のＢ２５
「エアパッチ」機の鏡川河口への墜落。戦犯容疑の「機捕獲搭乗員」。ロバートニール
機長他４名に対し「日本人への無差別爆撃の罪」としての処刑

３ 玉名（大浜）飛行場
～伝えたい戦禍の記憶と平和への想い～
配布資料 啓発リーフレット『大浜飛行場』

（１）大刀洗陸軍飛行学校玉名教育隊の開隊
□昭和２０年５月１４日に開隊
□陸軍少年飛行兵第十五期、陸軍特別幹部候補生操縦第一期の入隊

（２）１９４５年５月の沖縄特攻阻止のための空襲
□昭和２０年５月１０日、Ｂ２９戦略爆撃機２機による戦術爆撃空襲
□５月１３日、米空母「ランドルフ」他の艦載機空襲

（３）錬成隊「空五四二部隊」として米子への移駐
□昭和２０年５月に移駐し、敗戦まで特攻訓練

（４）中練特攻隊の本土決戦に向けての配備と敗戦
□司偵振武隊「振武桜特別攻撃隊」の来訪、特攻中継基地の機能
□陸軍第九〇振武隊（修武隊）・第九十一振武隊（殉皇隊）の
配備。残された日章旗。部隊員「法光寺会」と戦後の慰霊

４ 残された戦争遺跡・遺構
（１）正門

□県内飛行場での「正門」遺存は、玉名・菊池・人吉飛行場の
計３箇所

□大浜町まちづくり委員会による「欠損の右正門復原」と飛行場
跡全域への「案内板」「解説看板」の設置

□本会によるデジタル測量と「正門復原」、基礎遺構の調査

（２）大型格納庫
□県建築士会との測量・ＣＡＤ図での「建物復原」
□「２号大型格納庫」北西隅部の開発行為に伴う玉名市文化課
の事前調査による構造の解明。三次元オルソ図作成

（３）浴場建物・風呂場
□所有者証言と本会デジタル測量での「建物復原」と構造解明

５ 戦争遺跡・遺産を活用した平和学習、
地域づくり、理解していただくための啓発活動

～次代につなぐ子ども向け、戦争を知らない大人向け、
さらには一般市民へと広げる！ ⑦玉名での特攻隊 第九〇振武隊

③浅川に架かる旧国鉄「永代鉄橋」橋脚・橋台部への爆弾及び機銃弾痕跡
④１９４５（昭和２０）年８月７日、鏡川河口に墜落したＢ２５機搭乗員。
その後８月１５日に福岡市油山で処刑。通称「西部軍事件」

⑤大浜飛行場正門の調査

⑥三の岳を背景に飛行する四式基

本練習機「ユングマン」
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（１）大浜飛行場での平和学習「ユングマンプロジェクト」
□市立有明中学校・大浜小学校での地域学習「玉名学」への支
援、文化祭での発表内容への監修

□当時証言とラジコン機飛行、ユングマンペーパークラフト作りで
の「平和のメッセージ」発信

（２）地域諸学校での「出前平和講座」の広がり
□市立玉名町小学校での「地域の戦争調べ学習・体験学習」

（３）戦争と平和を考える「企画展」や熊本市との「夏の平和展」
共催
□玉名市立歴史博物館、熊本市立城南図書館、熊本市立図書
館（中央区大江）での企画展。地域の公共施設との共催開催

（４）「くまもと戦争遺産をめぐる旅」等での啓発活動
□「旅のよろこび社」や「熊日事業部」との市民向け見学ツアー開催

６ まとめ
（１）県内の戦争遺跡資料館・平和資料館等の現状

□「菊池飛行場ミュージアム」 ２０１５年、市民グループ「菊池（花
房）飛行場の戦争遺産を未来につたえる会」が市遊休施設内に開設
・運営。地域に残された戦争遺跡・遺構等と併せての学びの場

□「東京第二陸軍造兵廠荒尾製造所平和資料館」 ２０１８年、市民グル
ープ「荒尾二造市民の会」が会員個人宅に開設・運営。戦争遺構
等の案内と証言集刊行
□錦町立「人吉海軍航空基地資料館 ～山の中の海軍の町にしきひみ
つ基地ミュジアム」が、２０１8年開設。戦争や戦争遺跡を美化したり、
集客目的に利用する「戦跡の観光地化・商品化」や「歴史事実の
歪曲・矮小化」への危惧

（２）戦争遺跡・遺産の調査、保存･継承と活用に向けて
□各市町村、各地域の実情や特性に合わせての「戦争遺跡・遺産・
戦時資料の基礎資料収集と記録」を！

□「地域づくり」として「戦争遺跡・遺産の活用」の手立てを考える！
□熊本県での、福岡県先行事例を参照として「悉皆調査」を！

県全域での基礎調査を行うべき時期に来ているのでは！

（３）「記憶」から「記録」の時代へ
□戦後７６年の「戦争証言」を「心に刻む」、そして「掘り起こす」
□本会では、あさぎり町「陸軍人吉秘匿飛行場」文化財調査の協力、
玉名市・熊本市・菊池市・宇城市への調査支援等を実施。
さらに各地での調査支援の推進

□混在した「戦争資料の山」を整理し、デジタル化する
□米海兵隊撮影で吉村陽夫氏提供「ながさき原爆記録全集」、昭和館
提供「熊本の街並みと風景 他」からの熊本関係映像の発見、長崎
原爆資料館からの熊本関係写真資料の発見

□デジタルアーカイブ学会SLG「戦争関連資料研究会」でのデジタル
化への多くの実践協議と事例の積み上げ

□くまもと戦跡ネットＨＰ内「上村真理子 戦時資料室」での戦時資料
の解説と公開。くまもと戦争遺産デジタルミュージアムへ

（４）戦争遺跡・遺産は、貴重な歴史資料であり「国民共有の財産“文化
財”」 「ＳＤＧｓ 平和と公正を全ての人に」の推進を！

□民間団体・市民グループと行政との連携
□「熊本県文化財保存活用大綱」
□「ＳＤＧs」の１６番目の項目「平和と公正を全ての人に」、悲劇の記憶を「平和への意欲」に
戦争という大きな暴力を無くし、世界の平和に向けて、持続可能な社会実現に向けて

⑧玉名町小学校での「出前平和

講座」体験学習の様子

⑨「第２回 くまもと戦争

遺産の旅」旅のよろこび社

⑩大浜飛行場左正門で確

認されたコンクリート製基

礎遺構 ２０２１年７月４日
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［ 資 料 １ ］

⑬「玉名飛行場」 ※全体からトリミング

沖縄移駐の陸軍極東航空軍第７航空軍第２８写

真偵察中隊のＦ５写真偵察機による

１９４５年７月２７日撮影

⑪「ＳＲ４５ ＮＡＧＡＳＡＫＩ－１

写真調査報告 第４５号」

１９４５年３月１５日Ｆ13機撮影

⑫「玉名飛行場 空襲後の様子」

ＵＳＳＲ ＣＶ１５ ランドルフ戦闘報告

１９４５年５月１３日艦載機撮影
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［ 資 料 ２ ］

⑰玉名飛行場第２大型格納庫復元立面図

⑱・⑲同格納庫解体前のコンクリート基礎遺構のコーナー部状況

⑭玉名飛行場に残された正門と路床状況（内側から） ⑮玉名飛行場正門現況図、正門復原図

⑯玉名飛行場正門東側門柱オルソ図・実測図
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［ 資 料 ３ ］

㉑ ㉒⑳玉名飛行場 第２大型格納庫立面図 同 側面図 同 平面図
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［ 資 料 ４ ］

㉓玉名飛行場第２大型格納庫基礎断面図及び三次元計測図

玉名市教育委員会提供

㉔ ㉕・ 第２大型格納庫基礎部と構築財の出土状況

㉖玉名飛行場第２大型格納庫基礎部の三次元計測図 玉名市教育委員会提供

㉗ ㉘ ㉙解体された同格納庫北西部コーナー部 フーチング内部の鉄筋ボルト部材 Ｕ字型鉄筋部材
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［ 資 料 ５ ］

㉚「福岡県戦争遺跡調査基本方針」の抜粋

㉛ ㉜行橋市・築城海軍航空隊「稲童１号掩体」の調査・指定と整備 北九州市・「矢筈岳堡塁」の公園整備状況


